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⾕⼝ 吉弘先⽣
１９８０年代後半から、２１世紀学園構想委員会に委員と
して参加して、「２１世紀の⽴命館学園構想」中で、新し
い理⼯学部の教育と研究の展開について答申し、理⼯学部
のＢＫＣ（びわこ・くさつキャンパス︓滋賀県草津市）へ
の移転後、理⼯学部再編拡充事務局⻑として理⼯学部の改
⾰を実施した。１９９８年から３ケ年間、理⼯学部⻑を務
める。また、２００７年から、⽣命科学部・薬学部の設置
にかかわり、２００８年から３ケ年間初代⽣命科学部⻑を
務める。現在、学校法⼈⽴命館 総⻑特別補佐。⽂部科学
省国費留学⽣の選考等に関する調査・研究協⼒者会議 主
査、経済産業省アジア⼈材資⾦構想 評価委員、⽇本国際教
育⼤学連合 常務理事を務める。

聞き⼿︓鈴⽊ 佑治先⽣
⽴命館⼤学⽣命科学部⽣命情報学科教授
慶應義塾⼤学名誉教授

鈴⽊佑治先⽣︓

For Lifelong English

様々な世代の⼈々が様々な場で、⽣涯を通して何らかの形で英語にかか
わって仕事をしています。英語は⼈それぞれ、その場その場で違いま
す。このシリーズでは、英語を使って活躍する⽅にお話を聞き、その⼈
の⽣活にどう英語が根付いているかを皆さんにご紹介し、英語の魅⼒、
⽣涯にわたる楽しさをお伝えしていきます。英語はこんなに楽しいも
の、英語は⼀⽣つきあえるもの。ぜひ英語を好きになってください。

第48回 For Lifelong English – ⽴命館⼤学BKCの誕⽣にみる、
産学連携の先駆となった⼤学改⾰について その3

⼤学⽣の教養として英語

⽂科省の『留学⽣30万⼈計画』では、学⽣を海外に派遣します
が、同時に⽇本にも30万⼈の留学⽣を受け⼊れることを⽬標に
しています。⽇本に留学する学⽣は、⽇本語を学びながら、多
くの授業を英語で受けることになると思いますが、⼊学を許可
するに当たってはやはりある程度のスタンダードをクリアする
必要があるでしょう。そこで考えられる、例えばTOEFLテスト
などの診断テストについてはどう思われますか。そのスタンダ
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ードはどのようなもので、どのようなことを診断したらよいの
でしょうか。

重要なことは、⼤学⽣活や授業、研究内容が理解できる英語の
コミュニケーション（読む、聞く、話す、書く）能⼒です。中
でも、⾃分⾃⾝の考えを英語で発信する能⼒こそが重要です。
⼤学院で学ぶ場合、英語で研究内容をディスカッションする必
要があります。それができないと⾃分の研究を遂⾏することは
できません。ですから、⽣命科学分野の研究を⽬指す学⽣諸君
には英語によるコミュニケーション能⼒をぜひ⾼めてもらいた
いですね。グローバル化の時代、⽇本の⼤学（⼤学院）におい
ても、英語がナショナルスタンダードとなり、⼤学⽣の教養と
して少なくとも、英語によるコミュニケーション能⼒は当たり
前になっていくでしょう。その能⼒を測る基準の⼀つとして、
TOEFLテストが考えられます。TOEFLテストは世界の多くの
国と機関で英語運⽤能⼒の証明に⽤いられ、英語圏の⼤学のみ
ならず世界の多くの国の⼊学基準として使われています。これ
はTOEFLテストがグローバルスタンダードで英語運⽤能⼒を公
正に判断できるものだからです。留学⽣がTOEFLテストの⼀定
の基準をクリアすれば、当該国の⼤学が受け⼊れることになれ
ば、学⽣のモビリティーは以前にもまして増えるでしょう。
TOEFLテストのスコアを判断して、⽇本の⼤学が留学⽣を受け
⼊れるということになれば、⽇本にくる学⽣はもっと増えると
思います。今後、学⽣の送り出しと受け⼊れについて学⽣のモ
ビリティーを上げるためには、英語運⽤能⼒に関してTOEFLテ
ストのような明確な基準が必要になってくると思います。

⽇本語の⽅はどうでしょうか。⽇本語版のTOEFLテストの様な
ものになるのでしょうか。但し、AさんとBさんを⽐べて、テ
ストのスコアが⾼い⽅を⼊れるのではなくて、この程度できれ
ば⼊れてよいという、⼊学許可をする上でガイドラインになる
スタンダードというか指標を⽰す、そうした使い⽅がよいので
はないかと思いますが。

⽇本語基準で⽇本に留学を希望する学⽣に対しては、⽇本留学
試験があります。科⽬は、⽇本語、理科（物理、化学、⽣
物）、総合科⽬と数学で、⽇本に留学するためにはこの試験に
合格する必要があります。また、世界で⽇本語を学ぶ⼈のため
に⽇本語能⼒試験があり、世界各地で⼀斎に実施され、受験者
数最⼤の⽇本語の試験です。⽇本語の⽂字・語彙・⽂法と読
解・聴解を通して⽇本語コミュニケーション能⼒を判定する試
験です。BJTビジネス⽇本語能⼒テストは⽂法、語彙、漢字な
どの知識があることを前提に、これらの知識を活⽤して、与え
られた情報をいかに対応できるかといった⽇本語のコミュニケ
ーション能⼒を測るテストで、⽇本企業で活躍するために必要
とされる⽇本語能⼒です。いずれもガイドラインとして利⽤さ
れています。これらのガイドラインに基づいて⼊学しても、当
然、⽇本語運⽤能⼒には個⼈差があります。このため、⼤学⼊
学後も⽇本語運⽤能⼒の向上のためのフォローアップが⼤切で
す。オーストラリアの⼤学では、⼀定基準の英語運⽤能⼒を備
えた学⽣を⼊学させ、TOEFLテストのスコアに応じた⽊⽬の細
かい予備教育を⾏っていました。留学⽣を捕まえたら離さない
という感じです。多くの留学⽣を受け⼊れるには、そういった
教育の仕組みが必要です。⼤学は専⾨教育には⼒を⼊れます
が、予備教育は付加的なものだと思われているのではないかと
思います。留学⽣にとって予備教育も専⾨教育と同程度に重要
です。グローバルスタンダードのテストで⼊学した後、フォロ
ーアップをきっちりしないと、⾼等教育の国際競争には負ける
でしょう。留学⽣にとって、予備教育は⼤変重要で、今後、予
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備教育をしっかりしている⼤学に留学⽣は⾏くようになると思
います。また、スウェーデンの⼤学を訪問した時に、⽇本から
の留学⽣に、「スウェーデンに留学して感じたことは何です
か︖」と質問したところ、「スウェーデンに来てから、授業外
でも勉強することが多くなりました。宿題も多く、⽇本にいる
ときよりもはるかに⾃主的に勉強しています」と⾔っていまし
た。スウェーデンの⼤学教育は少⼈数でディスカッションをす
る機会が多く、⾃分の考えをまとめることが多いということで
した。

以前、先⽣とお話しさせていただいた時に、理系の学⽣も、⼤
学にいる間に⾊んなことを考えたり、読んだりすることが必要
であると⼒説されていらっしゃいました。⽂系に限らず理系の
学⽣も⼩説を読み情緒性を豊かにすることが必要であると。ご
⾃⾝も若かかりし学⽣時代に、研究書以外にも、おおいに読
み、考え、語り合ったと伺いました。

そうですね、今の学⽣は専⾨外の本を読んだり、無駄なことを
しないですよね。だから考え⽅がすごく狭いように思います。

どうしても資格とか、すぐ眼の前にある理解しやすいものに⽬
がいってしまいがちですが。

そういうことを⼤学が誘導しているふしもあります。

そうですね。

無駄飯⾷いという⾔葉がありますが、僕は無駄飯は無駄には⾷
べてないと思うんですよね。

そうですね、無駄ではないんですよね。

学⽣時代はもっと⾃由で、専⾨外の本を読んだり、海外留学し
たりして、専⾨とは異なる分野の⾒聞も広めないといけないと
思います。それから、知についてハングリーでないといけませ
ん。アップル社の元CEOの故スティーブ・ジョブズは、スタン
フォード⼤学でのスピーチで、オリジナルなことを始めようと
思ったら、ハングリーでフーリッシュたれと⾔っています。
今、⽇本の⼤学は、かごの中の⿃のようです。でも⼤学から⼀
歩出たら、社会は⼤変な荒波です。だから会社に就職しても、
社会の荒波を乗り切れずに、辞めてしまう結果になります。タ
フじゃないですね。失敗を恐れてチャレンジしないし、危険な
ものには近づかない。

それがこの頃の学⽣たちが留学したがらないことにもつながっ
ていますよね。

留学したら、就職のチャンスを逃してしまうと考えているから
なんですよ。

でもその⽅が、⼈⽣の選択としては危険かもしれません。

⼈⽣⻑いですからね。

そうですよね。

僕は、卒研⽣が⼤学院にチャレンジするときに、海外の⼤学院
に⾏くことを勧めています。卒研⽣の⼀⼈がイギリスの⼤学院
へ進学しました。イギリスでは修⼠号（マスターオブサイエン
ス）が1年で取れます。そこで、英国の⼤学で1年間英語学習の
後、⼤学院に進学して、１年間でマスターオブサイエンスの修
⼠号を取得して、帰国しました。その後、１年遅れて、就職活
動を⾏い、海外での学習が⾼く評価されて、有名企業に就職
し、今海外で活躍しています。だから、若い時代に⼀度でもい
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いから、外国で勉強する経験をするように進めています。⽇本
とは違う世界を⾝をもって体験することは重要です。

今では、パックツアーのように⾔われたところしか⾏かない留
学もあるそうですよ。

それではあまり意味がないですね、⼥⼦学⽣は元気があるよう
な気がします。スウェーデンでインタビューしたのも⼥⼦学⽣
でした。学⽣からは「⽇本の⼤学の先⽣の教え⽅が下⼿なの
で、⽇本の⼤学にティーチャーズトレーニングセンターを作っ
てください」と⾔われました。やっぱり海外での経験は将来の
⼤きな財産になりますからね。⽇本の⼤学教育は変わっていか
ないと、将来、⽇本は難しい時代を迎えるのではないでしょう
か。僕は、留学⽣関係の仕事に⻑く関わってきましたので、留
学⽣を通して、⽇本の⼤学教育を変える必要を強く感じていま
す。

それは⽇本に来る留学⽣ということですね。

はい、内なる国際化です。⽇本の学⽣が海外に⾏きたがらない
なら、海外から多くの留学⽣を受け⼊れて、⽇本の⼤学の中
で、国際化を実現しようというものです。そうでもしないと⽇
本の⼤学は世界の孤児になりかねません。

アメリカでは80年代にホームレスに⾝を落とした⼈たちが、
90年代にベンチャー企業を⽴ち上げたりしているんですよね。
考えてみたら私たちの学⽣時代の60年代にも似たような状況が
ありましたから、⾝を落とすことにあんまりショックがないん
ですよね。落ち込んでもまた⽴ち上がっていく。今の若い⽇本
⼈は、職を失ってしまうと、The endと思い込んでしまいがち
ですが、そんなの⼀過程にすぎません。やり直せばいいんで
す。

この閉塞感というのは、なんともいえないものがありますね。
昨年10⽉に韓国ソウルで世界の学⻑クラスのフォーラム
（Presidential Forum）で話す機会がありました。テーマは
「ボーダレス エンド クリエイティブ エディケーション」
（Borderless and Creative Education）というもので、僕
は ①「トランスボーダーエディケーション」（Trans-
border Education）、②「トランスレイショナルリサーチ」
（Translational Research）、③「トランスボーダーサイエ
ンス」（Trans- border Science）という話をしました。今ま
さに、⾼等教育には、国を超えた教育・研究と基礎科学から応
⽤技術への移⾏が必要とされています。

ライティングの件で、⽴命館の⽣命科学部の英語履修者の英語
によるポスター・プレゼンテーションも先⽣にご覧いただきま
したが、特に書くということに関して先⽣は⼒を注いでいらっ
しゃると思うのですが、今後、⽇本⼈にはどういう形で書くこ
とをすすめていけばいいでしょうか。

ライティングについて、⾼校3年のとき、英語担任の先⽣が、
「英語というのは⼿で覚えるもんや」と⾔われたことは、今で
も鮮明に覚えています。つまり、何度も練習して基本的なパタ
ーンは暗記し、考えなくても、⾃然に⼿が動いて書けるまで練
習しなさいという意味です。やはり最初は真似からはじまりま
す。きちんとした形を真似るということは⼤事です。基本パタ
ーンを徹底的に覚える。また、書く前によく考える、そういう
訓練も必要です。書くことは構想⼒や考える⼒がないとだめで
す。基本は本を読むこと、特に哲学書などの難解な本を読むこ
とを勧めます。最近の学⽣は本を読まないですね。本を読むこ
とと徹底的に書いて覚えること。英語以前に学ぶことがたくさ
んあります。
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たとえば⽇本⼈の学⽣も外国⼈の学⽣も、英語や⽇本語ができ
る、できないという問題以前に、コンテンツ・デベロップメン
トができないから、話せない、書けないのではないでしょう
か。好きなように読ませて、考えさせ、⼈とは違うオリジナリ
ティーに富むコンテンツを発展させ、それについて話し、書く
機会をもうける。もちろん、同時に、英語や⽇本語の基礎パタ
ーンをしっかり学習できる仕掛けも備える。そういう授業を⽂
系、理系問わずやってみるべきではないでしょうか。まず、最
初の段階では、⽇常⼀般的なことを聞き、読み、⾃分の考えを
表現してみる。その後で、それぞれの専⾨分野について学び、
考え、⽇本からオリジナリティーに富むメッセージが発信され
ていく。その為にはライティングセンターのようなサービスも
整備した⽅がよいと思いますが。

そうだと思います。やはり、最初、基本パターンは無理してで
も教え込まないといけないと思います。基本がしっかりしてい
て、考える⼒が備われば英語の⽂章が⾃然に書けるようになる
と思います。どうも考える⼒がないからなのか、⽂章が書けな
いですね。コンピューターソフトが発達して⽂章作成が便利な
反⾯、失ったものもたくさんあると思います。昔は⽂章作成に
コンピューターがなかったので、⽂章の構造を頭の中でとこと
ん考えてから書きますよね。今は何でもかんでもとりあえずコ
ンピューターに打ち込んで、並び替える様な思考になっていま
す。本を読むことは、元々あった⼈間の思考回路を活性化する
ということだと思います。今は⽂章作成が便利になった分、失
われたものもあるのではないでしょうか。僕が昔書いたものと
最近書いたものの⽂章を⽐較すると、⽇本語が荒い。すーっと
流れるように書かれていない。それは頭の中でよく考えて整理
されていないということだと思います。

単語が羅列されているような、ツイッターでつぶやいているよ
うな⽇本語ですよね。

いわばそれは⽂章ではなくて、携帯メールのような語句の羅列
ですね。それは本当の意味で⽂章とはいえません。

世界どこへ⾏っても同じようなインフラがあるにもかかわら
ず、どうも⽇本⼈に特にその傾向が強いような気がします。

コミュニケーションをしてないからじゃないからかな。他者と
ではなく携帯とコミュニケーションしている。海外では⽇本の
ように携帯に頼ったコミュニケーションは誰もやってないです
よね。ちょっと恐ろしい気がします。

向こうでは、携帯はあくまでも話す道具として使っていますよ
ね。同じ携帯を使ってはいても、⽇本⼈のコミュニケーション
は話すことをはしょって指先で完結してしまっています。向こ
うではもっともっと実際に⼝に出して話していますよね。そう
いう意味で失われた部分は何かということを皆で考えて、そこ
をケアしていかないといけないですよね。

それが教育ですけれどね。

鈴⽊佑治先⽣の感想

⾕⼝先⽣は、専⾨科⽬以外に、理系⽤⽇本語「アカデミック・ライティ
ング」の授業を担当されてまいりました。⼿間暇のかかる科⽬であると
伺っております。アカデミック・ライティング（英語）を１年⽣と２年
⽣の必修科⽬として課しているアメリカでさえ、理系の学⽣に特化した
ものはないでしょう。⼤⽅は英⽂学の先⽣が担当しているもので、⾕⼝
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先⽣のようなライフサイエンティストの著名な研究者が直接するものは
あまり⽿にしたことはありません。⽴命館⼤学の⽣命科学部の学⽣はこ
うした授業がとれるのですから幸せです。受講⽣の中には留学⽣もいる
ようで、このような授業が全学的に展開されたら素晴らしいでしょう。
今回の⾕⼝先⽣のお話には、こうしたアカデミック・ライティング・プ
ログラムを⽴ち上げ、⻑年担当されてきた経験が随所に感じられまし
た。理事や学部⻑などの要職につきながらも、こうした現場に直接携わ
ってこられた⾕⼝先⽣に敬意を表します。いつか、私たちのプログラム
の英語アカデミック・ライティングと共同でさせていただけたらと勝⼿
に考えています。私たちの英語プログラムがここまで成⻑できたのも、
学部⻑時代の⾕⼝先⽣のサポートと助⾔のお陰です。

–「⽴命館⼤学 総⻑特別補佐 ⾕⼝吉弘先⽣のお話を聞く」–全3回
103号– 「⽴命館⼤学BKCの誕⽣にみる⼤学のイノベーション」 その1
104号– 「産学連携の先駆となった⼤学改⾰について」 その2
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